
第５章　資料編

　この章においては、各テーマ別の話し合いの結果（話し合いのシート）、まちづくりディスカッショ
ンに係るアンケート結果、参加者の属性の統計、パートナーシップ協定書、実行委員会の運営要綱、
実行委員会名簿及び広報を掲載する。

Ⅰ　各テーマ別の話し合いの結果（話し合いのシート）
　各テーマ別の話し合いの結果については、誤字脱字を含めて参加者のみなさまが記載したとおり忠
実に再現して記載した。

Ⅱ　アンケート結果
　第４次基本計画策定に向けた「みたかまちづくりディスカッション」においては、無作為抽出で選
ばれた1,800名に依頼書と一緒にアンケートを送付した。341枚が返信され、返信率は、18.9％であった。
　この中で、今回の取り組みについての回答では、約７割の方が今回は都合がつかない、１日だけな
らば参加をすると回答している。同様に、基本計画策定の認知度の回答では、３人に１人はこの取り
組みを知っていた。市民参加への関心についての回答では、３人に１人は他に機会があれば参加した
いという結果となった。
　初日に参加者に手をあげて回答していただくアンケートを実施した。
　この中で、市民会議等への参加経験についての回答では、約96％の参加者がこのような市民会議
には初めて出席したと回答した。
　最終日に同様のアンケートを実施した。
　この中で、まちづくりへの関心の変化についての回答は、約98％の参加者がまちづくりへの関心
が高まったと回答した。同様に、今後の市民参加についての回答は、約92％の参加者が今後も機会
があれば参加したいと回答した。最後に、今回のような市民討議会の開催についての回答は、ほとん
どの方が今後もこのような市民討議会を開催すべきと回答した。

Ⅲ　参加者統計
　参加者の統計については、無作為抽出した1,800人については平成23年８月１日の統計の割合と
男女比や年齢比、地域別の統計では同じであった。
　ただし、参加者については、男女比では女性の参加者若干多く、地域別では北側の地域の比率が若
干多く、年齢では60代の参加者が多くみられた。

Ⅳ　パートナーシップ協定書、実行委員会の運営要綱及び実行委員会名簿
　パートナーシップ協定書は、第４次基本計画策定に向けた「みたかまちづくりディスカッション」
実施に関して、三鷹市と NPO 法人みたか市民協働ネットワークの間の関係や役割分担、相互協力の
内容などを定めたものであり、平成23年７月14日（木）に三鷹市市民協働センターにおいて締結さ
れた。

Ⅴ　広報
　今回の事業に関する広報みたかの記事を掲載した。
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グループ名

Ａ－４

番号 付箋内容 グループ分け
1 コミセンを利用してるサークルで会う。（休けい時間にお茶をのんで話す。）

2
近所でお葬式があり雨で車に乗り合わせて行った時、ご近所の情報がわ
かった。

3
点（ひとり）と線（二人）から面（なかま）へと、自然発生的にコミュニティーを
形成する、

4 お祭りの時誘ってもらう

5
子どもが、見知らぬ人に声をかけられつれていかれ？そうになったとき、
助けてもらった

6 回覧板を回す時に、顔を見て声をかける。
7 近所の方の動向や様子を他の方から聞くとき

8
マンションのまえにいつもタバコをすっている方のおかげでドロボウが入ら
なかった

9 毎朝の散歩中に、出会う人とのあいさつが出来る事

10
朝、家の前を通る小学生に、声をかける。「いってらっしゃい」（ゴミ出しの
時です。）

11 子どもが、鍵を忘れたときあづかってくれた
12 認知症の病院をつくってもらいたい
13 認知症とわかった住所名前の書いた物を持ちあるく
14 高齢者の方が外で立ってくれるだけで助かることがある
15 地域の緑は人と人から。
16 助け合う連帯感
17 困ったときに気持ちを共有しあい多くの方が手をさしのべてくれて
18 住民とあいさつをしたからと言ってそれ以上したしくなれない
19 人と人の結びつきから円となり、コミュニティーが生まれる
20 知らぬフリは、人と人のつながり、無効とし、ひとりぼっちになってしまう。
21 自分から声かけをしていく
22 相手を大切にすることは、自分を、大切にし人と人の、つながりの基本
23 人と人はおたがいさま
24 人は1人では生きていけない。
25 ひと声が、助け合うはじめの一歩

投票欄

13
投票欄

3
投票欄

10
非日常時に、困った時に危機的感情を共有し、多くの
方が手を差しのべてくれた時。

残
し
た
い
意
見

認知症の方（本人）の連絡先をつけてもらいたい。

認知症の方の病院を作ってもらいたい。

ま
と
め

３
つ
以
内

無題

無題

日常のあいさつを通じて地域の人とコミュニケーショ
ンを形成している時。

お互いの思いやりの心を大切にする時。

第１回：今でも三鷹で人と人とのつながりが残っていると感
じるのは、どのような時ですか？

作業スペース

無題

グループ名

Ａ－３

番号 付箋内容 グループ分け
1 つながりはない

2
町（単位）の活動が地域ケアの基本。町会、班、隣組、しゅみ、同好、自ら
が積極的に参加していく。

3 地域活動の原状をもっともっとＰＲする必要がある。
4 地元の野菜販売
5 インターネットで三鷹在住者交流

6
近所の人とあいさつをする時、ちょっとした品物をいただいたり差し上げた
りする時（近所）

7 隣近所の方と会ってあいさつした時に感じます。
8 家族と話すとき

9
三鷹の地元の人達が冠こんそうさいで、多数集まってワイワイやっている
のを見たとき

10 保育園の父兄同志での集まりで

投票欄

6
投票欄

10
投票欄

19
残
し
た
い
意
見

つながりがほとんどない
仕事で疲れ果てて、それどころでない

第１回：今でも三鷹で人と人とのつながりが残っていると感
じるのは、どのような時ですか？

作業スペース

ま
と
め

３
つ
以
内

家族・隣近所・親せきとの話合い、交流、あいさつな
ど（インターネットも）

地域の活動（町内会・趣味・同好会・野菜販売）
を通じて

グループ名

Ａ－２

番号 付箋内容 グループ分け
1 子どもの友達　学校の行事
2 地元の友達
3 商店、お店
4 青年会（おみこしの）
5 おしゃべりサロン気軽にできる
6 住協、社会教育会館そして、町会、自治会の参加うながす。

7
緊急共助ネットワークの構築　１.単身高齢者のための、2.シングルマザー、
シングルファザーの育児・教育のための、3.青少年のための、4.ホームレス
の生活支援のための

8 災害等を踏まえて絆を考える
9 いろいろな会合に出席する
10 ほのぼのネット
11 町会回覧
12 公共施設（コミセンなど）
13 全く感じられない

投票欄

4
投票欄

9
投票欄

1

提言

公共

町会

残
し
た
い
意
見

つながりを感じることが、まったくない

ま
と
め

３
つ
以
内

公共施設の利用

地域や学校の行事

第１回：今でも三鷹で人と人とのつながりが残っていると感じ
るのは、どのような時ですか？

作業スペース

地元の

グループ名

Ａ－１

番号 付箋内容 グループ分け

1
ほのぼのネット新川班　近所のお年寄りの身まわりをしております　年に数回
お茶会等老人をおまねきして楽しい一時を過ごしております

2 地域コミュニティーセンターでの催し
3 神社でのお祭　学童や地域サークルでの参加
4 お祭り
5 町内会の催し
6 掲示板
7 町内会の行事（お祭りやもちつきなど）に参加した時
8 町内会の回ラン板やボ金などの用事で、ご近所を回った時
9 いきつけの床屋で　いつもので　で通る
10 地元商店を通じて得る情報
11 商工祭り等
12 洗濯物を干していて雨が降って来たことを近所の人が教えてくれた時
13 家庭菜園で取れた野菜をおすそ分けしてくれた時
14 バス停での手作りのいす
15 ゴミ出しの様子
16 ３．１１時のご近所の声掛け
17 農家の方と直接話しをし、買物が出来る

投票欄

10
投票欄

1
投票欄

10

第１回：今でも三鷹で人と人とのつながりが残っていると感じ
るのは、どのような時ですか？

作業スペース

町内会及び自主活動グループでの取り組を通じての
つきあい・つながり

無題

無題

無題

無題

自然豊かなエリアで写真をとっていた時話しかけられた

（丸池公園）稲、もちつき

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見 近所の川で写真さつえいを楽しんでいたらおばあちゃんに話しかけられ

た。

地域主催の祭りへの参加

隣り近所の方との交流

Ⅰ　各テーマ別の話し合いの結果（話し合いのシート）
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グループ名

Ａ－５

番号 付箋内容 グループ分け
1 近所の人から口こみ情報をきいた時
2 情報を得て行動するとつながりができる
3 転入をしてきた方がつながりを作るのが難しい
4 ツイッターなどITでの情報発信

5
市報は決まった情報が多い。各コミュニティーセンターのサークルの一ら
んが必要　要情報の工夫

6
情報のとれる場所・手法がわかれば、関係づくりがしやすくなりつながり
を感じる

7 社会教育会館で講座の受講生同士のつながり
8 C-Caféなどのサロン、たまり場
9 サークルづくり
10 新しいサロン的な場所
11 高齢者の働く場所づくり
12 サークル活動が盛ん
13 ボrンティア活動で

14
ボランティア　サロン　サークル　を通したつながり→広がりをもたせるこ
と、コミュニティーセンター活性化

15 子供を通した関係が豊かにするか。課題（子供の成長、関係維持）
16 子共は西児童館で交流　他校の生徒と
17 子育て世代は保育園、学校、PTA等のつながりが多い
18 子供を通した関係の強化　継続
19 ファミリーサポートを利用している
20 地域の祭や行事を通じて
21 避難訓練
22 地域の公共施設のイベント
23 地域によっての差がある（子供会　おまつりなどのイベントのあるなし）
24 地イキによっては近所づきあいもさかん
25 近所の目がある
26 ちょっと手伝ってほしい、教えてほしいという場（コミュニティーセンター？）
27 地域・行事を通したつながり→参加しにくい（古さ）→変化
28 組織した商店街（会）の宅配サービス兼ねた見守

投票欄

14
投票欄

5
投票欄

7
残
し
た
い
意
見

高令者の働く場づくり

商店街の活用（宅配サービス強化と見守りサービスの提供）

第１回：今でも三鷹で人と人とのつながりが残っていると感
じるのは、どのような時ですか？

作業スペース

地域の行事の活性化、参加の仕方、運営の工夫。

ま
と
め

３
つ
以
内

ボランティア、サークルなどによる情報・関係づくり
の場をいかに広げることができるか→人間関係の豊か
さにつながる

子供を通したコミュニケーションを子供の成長に即し
た形で維持し続けることが大切。

無題

無題

無題

無題
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グループ名

Ａ－４

番号 付箋内容 グループ分け
1 災害時の情報が入ってこない
2 災害時に情報が入ってこなくなる場合
3 災害時、子どもの保護をどうするか（学校から帰宅後）
4 病気、災害時　どうすればよいのか
5 子ども・高齢者の安否確認（災害時）
6 病気・ケガ等　緊急対応が不能になる
7 友人・知人・親類等との連絡が不能になる
8 高齢になっての一人暮らしのとき助けを呼べない
9 買物等日常生活が不便・不能になる
10 町内会全体の高齢化
11 交通ルールの無視による交通事故の多発
12 青少年の非行
13 防犯意識がなくなる犯罪多発
14 １．物事に対して無感心　２．自分勝手になる
15 交番の人と知り合いになる（防犯につながる）
16 防犯・防災が不能になる

17
具体的に、いい病院、安くて良い品を売る店とか、つっこんだ内容が
つかめない

18 情報（病院、安い店、習い事など）が入ってこない
19 一人だと隣近所と知り合う機会がない
20 近所・お互いについて知り合っておく

投票欄

13
投票欄

8
投票欄

6

防犯

高齢化

第２回：地域のつながりが希薄になると、何が不安なのか、
あるいは何が困るのかについて話し合ってみてください。

作業スペース

災害時

町内会全体が高齢化し、買物が不便だったり、何か
アクシデントがあったときに対応できない

残
し
た
い
意
見

交番の人と知り合いになっておくと何かあったときに対応してくれる

ま
と
め

３
つ
以
内

地域情報

無題

病気・災害時に情報が入ってこない、子どもや高齢者
の安否確認ができない、助けを求められない

防犯意識の低下（自分勝手になりがち）

グループ名

Ａ－３

番号 付箋内容 グループ分け
1 一人ぐらしで病気の時
2 親が不在の時に子供を保護するすべがない（地震・近所が火事）
3 独りで倒れたら
4 普段は地域のつながりはわずらわしいが、いざと言うときに初めて不安に
5 急病になった時に何の人的備えがない
6 二人暮しでどちらかが急病になった時
7 緊急で留守にする時頼める人がいると安心
8 急用の時など子供を預けられない

9
じいちゃん・ばあちゃんの知え、と、母がいそがしい時の、子どもの「案内
所」やくで地域をつなぐ

10 困っていそうな人がいても助けられない

11
ささいな願い（○○を手伝ってほしい　○○を教えてほしい）を頼む人や場
を知らない

12 カギを忘すれて入いれなかった時（助けてもらった）

13
現代社会の病理　「大人」・「仕事」の『うつ』　「子供」へのドメスティク
バイオレンス

14 新しい人が多い地域、入れかわりの多い地域は、そもそもあいさつすらない
15 家を２～３泊空ける時、郵便物や新聞などの受け取り

16
地域の自然発生的なケースと人口的にサポートするケースとのミックスに
て希薄と不安を無くす

17
コストのかからない「スペース」で、子供と、大人、老人の「たのしい」イベン
トで希薄、不安を解しょうする

18 不審者があっても対応できない
19 どろぼうに家に入られても気づいてもらえない

20
公園で遊んでいる子供が少なく、午前早く又は夕方になるとかえって公園
もこわい

投票欄

14
投票欄

11
投票欄

6

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

病気や災害時など緊急時に頼れる人がいない。

日常生活で小さなお願いごとや相談ができない。

地域の防犯活動が損なわれつつある。

防犯

第２回：地域のつながりが希薄になると、何が不安なのか、
あるいは何が困るのかについて話し合ってみてください。

作業スペース

緊急時

日常

グループ名

Ａ－２

番号 付箋内容 グループ分け
1 情報が入らない。
2 助けをもとめられてもどうしｌてよいかわからない
3 情報が入らない
4 自治体（地域コミュニティ）で防さい訓練をする
5 地域コミュニティでの防災訓練や催しを実施
6 町会行事に参加できない。ますます孤独になる
7 豊かな生活や心のゆとりから遠ざかってしまいそう
8 隣近所の人の顔を知らない為対応してあげられない
9 個人情報がないとすばやい、又的確な対応がおそくなる。
10 孤独死　育児放棄などがわからない
11 伝統や古き良き物が失われ易くなる
12 震災等の緊急時に命にかかわる
13 病気になった時、119へTelをするがその後の連絡がこまる
14 犯罪対さく　ちかん、空巣etc
15 何かあった時に相談する人がいない　病気、怪我

投票欄

13
投票欄

8
投票欄

20
伝統や古き良き物が失われる

残
し
た
い
意
見

豊かな生活や心のゆとりから遠ざかってしまう

ま
と
め

３
つ
以
内

犯罪に対応できない（地域のつながりがないため）

災害時、緊急時に正確な情報が入らない

第２回：地域のつながりが希薄になると、何が不安なのか、
あるいは何が困るのかについて話し合ってみてください。

作業スペース

グループ名

Ａ－１

番号 付箋内容 グループ分け
1 病気。ケガ
2 体が弱ったときに不安
3 たおれてもわからない
4 死んでもわからない
5 ＤＶがわからない
6 子どもの虐待がわからない
7 イザという時　子供をあずかってもらえない
8 近所の人の顔がわからない
9 あいさつができなくてさびしい
10 ゴミなどの生活上のアクシデントの対応
11 人とのつながりがなくなる
12 町会のいみがない
13 IT機器がつかいづらい
14 高令者メール使用（難しいが・・・・
15 災害の時
16 火災時など、建物に誰が住んでいて、何をしているのかわからない

投票欄

11
投票欄

10
投票欄

4
災害時、火災時、誰が住んでいるか、何をしているか
が、わからない（助けられない）

メールなどのＩＴ機器がつかいこなせない。

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

必要な気付の情報が
入らない（地域）

こまらない

日常で、助けてもらいたい時に助けてもらえない。

必要な地域の情報が入らない。（イベント、治安情報）

第２回：地域のつながりが希薄になると、何が不安なのか、
あるいは何が困るのかについて話し合ってみてください。

作業スペース

日常で助けてもらいた
い時に助けてもらえな
い
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グループ名

Ａ－５

番号 付箋内容 グループ分け
1 防犯が手薄になる
2 防災活動
3 ゴミのちらかり、不始末が進む
4 地域や市の発展を妨げる
5 子供の危険を察知する地域の見守りの目がなくなる
6 非常時の連絡方法がなくなる。ブザーなどの簡単な方法が必要
7 きめ細かな情報の伝達が難しくなる
8 スズメバチの巣
9 すでに希薄なので不安・困ることは感じていない
10 恩恵があるのかもしれないが気づいていない
11 つながりを持ちたいと思っても、動機やきっかけがなかなか持てない

投票欄

11
投票欄

3
投票欄

8

無題

無題

すでに希薄なので不安、困ることが感じていない

残
し
た
い
意
見

地域の発展を阻害する

ま
と
め

３
つ
以
内

地域の見守る目がなくなる

非常時の連絡方法が無くなる

第２回：地域のつながりが希薄になると、何が不安なのか、
あるいは何が困るのかについて話し合ってみてください。

作業スペース

無題
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グループ名

Ａ－４

番号 付箋内容 グループ分け

1 地域リーダーの育成支援、施設勉強
交流の中心となるリー
ダー

2 人々が交流する場が増える
3 世代を越えた交流が活発なまち
4 コミュニティーまつり、様々なイベントを開催し、皆が集まる場がほしい
5 アンケートやイベントを増やし、市民参加できる機会を更に増やしてほしい

6
図書館やスーパー等　誰もが集う場所で世代間交流の情報や企画を行う
ことも大切と思う。

7 コミュニティセンターが利用し易い雰囲気に
8 集まり易い企画　仲間作くり（スポンサー制度みたいなもの）

9
デイサービスと学童保育や幼稚園との連携など、お年寄りと子どもがふれ
あえるまち

10 情報　ＪＣＮ有線テレビ、むさしのみたか市民テレビ局の活用
11 地域のお知らせを目に付き易く工夫する
12 新しく住民となった人に情報提供する
13 市と住民が情報の収約発信を共同でできる場・機関がほしい
14 回覧板　けいじ板を増設する
15 三鷹市ならではの特色のあるまちづくり
16 機危管理　災害等に強いまち三鷹
17 農住共存のまちづくり
18 異なる世代がふれあう機会をふやすことが大切と感じます。

19
子供て中、介護中、退職された方等、同じような立場の人が集まりやすい
サロン的な場がほしい

20 若夫婦が住み易い街にしたい　家
21 育児中の母親や高令者も外出しやすいまちになったら良いと思う。
22 一時的なあずかり保育の確立

23
足の不自由な方でも外出しやすいように、家の近くまでマイクロバスなどの
交通アクセスがあるまちが良いと思います。

投票欄

10
投票欄

14
投票欄

16
残
し
た
い
意
見

三鷹市ならではの特色を生かすまちづくり

育児中の母親や足の不自由な方でも気軽に外出できる
まち

第３回：「ともに支えあうまち」の観点から、三鷹市が
どんなまちになったらいいと思いますか？

作業スペース

ま
と
め

３
つ
以
内

場・イベント

情報

地域の特性を生かす

多様な人々の交流・
助け合い

交流の中心となる地域リーダーの育成支援

情報を集約・発信し、世代間の交流の場の運営

グループ名

Ａ－３

番号 付箋内容 グループ分け
1 地域的な小さなフリーマーケットを定期的に開けないか
2 日常の情報交換場所確保
3 マンション住民も関心のもてる場所が必要
4 処点となるところが特定の人達だけの出入りだと新しい人は入りにくい。

5
世代を越えた思いやりを引き出すために、共通のもの（フリーマーケットな
ど）を工夫する

6 小さなことで皆んなが集まる場所をつくる

7
空室、空家など提きょうしてもらい、大いに活用するようにする。（小さな活
動拠点として）

8 地域の処点をつくる　どう作るかがむづかしい
9 よりきめ細かな情報・出合いのネットワークのある町

10
大切な情報を行き渡らせる方法を確立する　口こみが効果的だが
むづかしい

11 顔が見えるきめこまかいネットワークがある三鷹市
12 ボランティアがたくさん出て来るような活気ある地域になったら良い
13 リーダーの育成

14
知らないことが多い。情報の伝え方を多数持った方が良い。口コミ、けい
示板、紙、回ラン板、つながりを持てる場所←特に身近な今、ある場所
を使う。

15 利便な交通網の整備＜コミュニティバス＞
16 コミュニティ－バスなど地域のはしの方まで生きわたらしてほしい
17 市の中心が手厚く　その他が手薄なので、ある程度均等に
18 感心のもてる三鷹市（先づ地域から）

19
一部の人たちががんばっているだけではなく　そのがんばっている人たち
を支えることができると良い

投票欄

7
投票欄

8
投票欄

11

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

交通の利便の向上（コミュニティーバスの整備）

より地域に密着した場所作り（既存の場所の充実と
新たな場所作り）

情報伝達を、多用に持ち合せる

地域リーダーの育成

無題

第３回：「ともに支えあうまち」の観点から、三鷹市が
どんなまちになったらいいと思いますか？

作業スペース

無題

無題

グループ名

Ａ－２

番号 付箋内容 グループ分け

1
こまった時（市役所へ）Telを入れると2名位で助けてきてくれるシステムがあ
ればいいなｱーと思う

2
だれでも、たのしく、きがねなく、公正で平等な市民のサービスが受けられる
スペースをもったまち

3 困難な事の解決が可能なまち（相談）

4
ボランティアの人が自分のあいている時間、見守りパトロールに自由に参加
できる様になれる町

5 経済が活発に観光客も訪れる（活発な街）
6 地域の親睦

7
小さな困りごと（お願いごと）を気持ちよく聞いてもらえる人間関係のスムース
な街

8 高令者等で孤立している人がないような双方向での働きかけ孤立者⇔公共
9 認知症の人がいない街
10 パブリック・スペースにまたいきたいな！と思う仲間がたくさんあつまるまち
11 見守り、声かけ、元気なかおをみんなで確かめあえるまち
12 見守りの支援

13
近所の人から消息を知られている　気にかけてもらえる。そういう家がもれな
くある

14 安全安心
15 治安が守られている街

投票欄

6
投票欄

9
投票欄

6

Ⅲ　治安並びに安全・
安心のできるまち

第３回：「ともに支えあうまち」の観点から、三鷹市が
どんなまちになったらいいと思いますか？

作業スペース

Ⅰ　システム化（官
庁・民間他）

Ⅱ　システムに係わる
問題及び解決案

治安並びに、安全・安心にて生活できる、まち

残
し
た
い
意
見

ま
と
め

３
つ
以
内

だれでもが共有できる、気がるに参加できる場所
（但、個人情報保護法、等をかんがみること）〔個人
のそんげんの重視〕

官・民・ボランティア他
など

が協力できる体制。

グループ名

Ａ－１

番号 付箋内容 グループ分け
1 清潔な町
2 明るいたのしい場所
3 挨拶・会話のできるまち
4 孤独死のないまち
5 助けの必要な人が声をあげられるまち
6 コミュニティーを中心に学び集える町
7 世代間の交流のあるまち
8 相談できる場所がある
9 文化活動に参加できる町
10 「お話」と「あいさつ」が出来る町
11 誰もが居場所のあるまち
12 コミュニティに参加するきっかけを提供する
13 子育て支援の充実
14 コミュニティ参加のきっかけのある
15 集まる場所があるまち
16 高負担でも行政サービスを充実しほしい
17 行政で情報の一元化　ゆるやかなネットワーク
18 行政に相談してそこから地域につなげてもらえる
19 気軽に出歩ける交通手段の提供（コミュニティ－バス）
20 何か一緒にできる機会をたくさん作ってほしい

投票欄

13
投票欄

4
投票欄

9高負担でも行政サービス等が充実しているまち

コミュニティバスを増やしてほしい。路線の拡充

子育てサービスの拡充。

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見 小田急バスの回送の廃止　コミュニティバスがもっと走りまわっている

無題

無題

地域の活動への参加のきっかけが、たくさんあるまち
（場所、イベント、相談員等）

困ったことを相談できる窓口。そこから必要な地域の人
や場所につなぐシステム

第３回：「ともに支えあうまち」の観点から、三鷹市が
どんなまちになったらいいと思いますか？

作業スペース

無題
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グループ名

Ａ－５

番号 付箋内容 グループ分け
1 子どものふる里　愛着がもてる
2 子供に優しい町
3 子育て世代が住みやすいまち
4 思い出のあるまち
5 豊かな教育が受けられる街　教育の充実
6 水のおいしい街
7 自給自足の街
8 美しくきれいな町
9 住環境が良い
10 日中働いている人が活動・集まれる場所があるまち
11 平日の昼間は市内にいないので休日に集まれる場所が有ると良い
12 世代を超えたコミュニケーション
13 身近な気軽に参加できる会合がある
14 仕事後に交流できる場がある町
15 コミュニケーションのとれる町
16 世代別のコミュニケーションの場がある町
17 災害等の時に助け合える
18 安心、安全、無公害なまち。
19 障害者に優しい町
20 認知症の人が安心して徘徊できる町
21 高齢者に優しい町
22 困っていることを相談できる町

投票欄

9
投票欄

18
投票欄

8
豊かな教育の町

残
し
た
い
意
見

水と緑のきれいな町　（シール１個あり）

ま
と
め

３
つ
以
内

災害時・防犯等に助け合え、子供・障害者にやさしい
町

高齢者だけで無く昼間働いている人が夜に集まれる場
所がほしい

無題

無題

第３回：「ともに支えあうまち」の観点から、三鷹市が
どんなまちになったらいいと思いますか？

作業スペース

無題

無題
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グループ名

Ａ－４

番号 付箋内容 グループ分け

1
地域の子供・おとしよりの動行を「ハアク」し、名ボ、づくりをし、それに基づ
き、できるハンイ内で、サポートする。

2 最新の情報をつねに入手する様にする
3 となり近所の方と、日常的にあいさつができる様にする
4 節電対策の過乗

5
地域の情報を、できることから、確保し、共有化し、お互いの信頼関係を、
築くようにする。

6
近りんの地域情報を、はじめは草の根ていどから、すこしづつ発信し、そ
の後、情報発信の場を形成する

7 地域でのあいさつ等で顔見知りになる
8 自らの健康を増進し、他人に迷惑にならない人になる。
9 隣り近所の付き合い
10 自分からの声掛け
11 地域ケア・ネットワークに積極的に参加する。
12 地域に密着したあいさつの実行
13 地域のルールを守る
14 子供の安全とか防犯に目配りをする
15 防犯パトロール。
16 地域の交流を場を作る
17 音楽教室、絵画教室等の交流会

投票欄

4
投票欄

6
投票欄

7
地域交流の場を作り、子供の安全・防犯等を自分なり
に考え行動する

残
し
た
い
意
見

ま
と
め

３
つ
以
内

無題

非常時に正確な情報を自治体及び近所から入手する

無題

地域のあいさつ・高齢者の名簿等を作り声掛を自分か
ら進んで行う

第４回：「ともに支えあい、安心して暮らせるまち・三鷹」
にするために私たちができることはなんでしょう？

作業スペース

無題

グループ名

Ａ－３

番号 付箋内容 グループ分け
1 地域（住民）に関心をもつ
2 自分の周囲に関心をもつ、あいさつをする
3 近隣とふだんの付き合いが大切である
4 挨拶・声掛けをする
5 （弱者が安心して外出できる）公衆マナーを守る
6 自己管理（不動産、ゴミ出しｅｔｃ.）
7 空き家対策
8 町会がなくなっていく現実もある
9 見守り隊
10 子供達の登下校のパトロール
11 交通対、見まもり隊等の充実
12 交通対、青少対への参加
13 消防団活動
14 地域のイベントに参加する
15 まつりやイベントに参加することもできること
16 「ボランティアできます」のサインをつける
17 子育て世帯が住みやすく
18 年令構成のバランスを良くする
19 勤労・納税
20 若年層も住める町づくり
21 賃料、地代　若い人が住める価格が必要

投票欄

9
投票欄

14
投票欄

5

残
し
た
い
意
見

それぞれのライフステージで生活を（仕事・子育て・
地域参加etc.）楽しむ

第４回：「ともに支えあい、安心して暮らせるまち・三鷹」
にするために私たちができることはなんでしょう？

作業スペース

ま
と
め

３
つ
以
内

地域に関心を持つ（挨拶、交通ルール）

見守り活動・イベントへの参加等

グループ名

Ａ－２

番号 付箋内容 グループ分け
1 声をかける
2 自分の心をひらく
3 いろいろなことして積極的になる
4 つながりを広げる
5 町会の再構築
6 近所づき合いの復活
7 お年寄りと子どもの交流の場づくり
8 ネットワークを緊密にし、網に引っかからない人を作らない。Ｅｘ．留学生
9 三鷹のいいところをアピールする
10 三鷹市民である責任をもつ
11 三鷹市に関心をもつこと
12 三鷹のよさをアピール（野菜の自動販売機）
13 バリアフリーをもっと進める
14 コミセン同士の情報交流
15 安全・支えあう　アイディアを提案する
16 身近に問題があることを具体的に提案する
17 次の世代につなげる
18 子どもの時に三鷹のいい思い出をつくること

投票欄

7
投票欄

7
投票欄

8

第４回：「ともに支えあい、安心して暮らせるまち・三鷹」に
するために私たちができることはなんでしょう？

作業スペース

次の世代へ三鷹のよさを伝える語り部を育成する
（三鷹の良い思い出をつくる）

ま
と
め

３
つ
以
内

無題

無題

無題

無題

三鷹市民であることの自覚と誇りをもち三鷹市の良さ
をアピールし、より良い三鷹のために何ができるかを
考える。

いろんな人とつながりを作るために、心をひらき声を
かけネットワークを築く

残
し
た
い
意
見

バリアフリーを推進する

コミセン間の交流をして学び合う

グループ名

Ａ－１

番号 付箋内容 グループ分け
1 お金を出すこと。
2 サービスチケット制（利用者負担）
3 つなぎ役　ＮＰＯ　●●●●●
4 なるべく近くで買い物をする
5 助けること、出来ることに登録する。
6 労力
7 助けること、出来ることに加え　やれる時間
8 近くの便利屋
9 現状把握が出来ていない
10 声がけで広める
11 あいさつ・顔知りのやってほしいこと
12 隣近所への見守り意識を持つ
13 避難訓練に進んで参加する
14 いろんな機会を利用して意見を提供
15 「お手伝いできますよ。」という意志表示
16 意見を発信する
17 市報をよく読む

投票欄

11
投票欄

8
投票欄

11

意識

発信

第４回：「ともに支えあい、安心して暮らせるまち・三鷹」に
するために私たちができることはなんでしょう？

作業スペース

行動

サービスチケット制

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

隣近所への見守り意識を持ち、声かけを広める
（あいさつ・等を含む）

積極的に意見を発信・行事に参加する

なるべく近くで買い物をする

労力の提供する
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グループ名

Ａ－５

番号 付箋内容 グループ分け
1 情報発信
2 かんたんなボランティア
3 自分がボランティアをした分、今度は困った時に助けてもらう制度
4 地域通貨
5 どんなボランティアが必要かを教えてもらう
6 自分のできるボランティアがあったら参加したい。
7 手助けの必要な人、手助けのできる人を結びつける
8 私はこんなボランティアができますと表明する
9 市民居酒屋を作る
10 謝感のへ域地るす覚自を恵恩のらか域地
11 日常生活の中でのあいさつ、できればもう一言の声かけ
12 顔を合わせること
13 あいさつをすること
14 居場所を作ること

投票欄

22
投票欄

11
投票欄

15

第４回：「ともに支えあい、安心して暮らせるまち・三鷹」
にするために私たちができることはなんでしょう？

作業スペース

ボランティアの充実

ま
と
め

３
つ
以
内

ボランティアをしたくなるシステム作り。（情報発
信、ニーズの把握、地域通貨、市民居酒屋）

日常生活でのあいさつ、近隣とのつきあい、居場所づ
くり

日常生活でのあいさ
つ、居場所づくり、視
野を広げる

地域から受けている恩恵を自覚し感謝

残
し
た
い
意
見

ケーブルテレビのＣＭ等で情報発信

市民バーの設置
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グループ名

Ａ－４

番号 付箋内容 グループ分け
1 自分ができることをボランティア登録
2 地域互にボランティアを推せんすることは出来ないか
3 ボランティア募集と運営を盛んに。
4 多様な分野でボランティア登録（防犯、福祉、子育て等）
5 ボランティアのマッチングシステム作り
6 ボランティア促進のための地域通貨
7 いつでも立ちよれる市民ガーデン
8 市民だけ限定　市民バー
9 三鷹市の快適空間づくりの強化

10
定期的にまちづくりディスカッションやまち歩き、ワークショップを実施し経
験者数を増やす

11 行政に参加できる機会をふやす
12 障害者への支援。（バリアフリー）
13 自転車専用区分　道路を大巾に増やす。三鷹は安全交通都市
14 自転車のルールとマナーの徹底教育
15 市役所内にスグヤル担当を作る。
16 困った時のかけこみ寺
17 コミュニティバスの100円化と経路を研究する。
18 コミュニティバス（バスの少ない路線や時間帯を中心に）
19 交通整備。（バスの路線を増やすなど。）
20 震災緊急時マニュアルの作成

投票欄

16
投票欄

9
投票欄

4

ま
と
め

３
つ
以
内

②

③

無題

無題

ボランティア活動の推進、募集、登録、運用、の
システムの充実

三鷹市民の居場所づくり（市民ガーデン、市民バー
etc.）

交通安全重点施策　自転車対策　通行区分の明確
ルールとマナーの教育　バリアフリー化

残
し
た
い
意
見

コミュニティバスの拡充

困った時の「かけこみ寺」を市役所内におく

震災時の緊急マニアルの作成、配布

第５回：基本計画に盛り込んだ方が良いと思うアイデアを
まとめてください。

作業スペース

①

グループ名

Ａ－３

番号 付箋内容 グループ分け
1 ボランティアのポイント制で貯めたり、使ったりできる
2 ボランティア通貨を作り、ボランティアをしやすくする
3 マンパワーの集積（介護、何か教える、子供の見守り）
4 情報がほしい　・防災に関する情報発信　ＰＲを積極的にしてほしい

5
駅のすぐ近くに（会社帰りに立ち寄る）　情報発信ステーションを設置して
ほしい。

6 新規住民が孤立しないための情報発信
7 防災無線が聞き取れるようにしてほしい。（補うのは　市のホームページ？）

8
ケーブルＴＶ（ＭＭＣＴＶ）みたかむさしのケーブルＴＶで各コミセンのイベン
トを流し、ＰＲする

9 もっとコミセンへ行こう！（防災関係だと足が向く）
10 コミセンなどのサロンを10時から開けてほしい。（年寄りは朝早いので）
11 市役所・コミセンなどにもっと足が向くような魅力づくり
12 仕事をしている人も交流できる時間にオープンしている場
13 コミュニティー（みたかシティバス）増やしてほしい。安くしてほしい。

投票欄

19
投票欄

4
投票欄

10

交流

第５回：基本計画に盛り込んだ方が良いと思うアイデアを
まとめてください。

作業スペース

ボランティア

情報

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

コミセンなどのサロンを10時からオープン

仕事している人も交流できる時間にオープンしている場

情報発信ステーションの設置（駅前など）

コミュニティーバスを増やし、安くする（交流の機会
増加）

参加しやすいボランティアのすすめプロジェクト
（気軽なお手伝い）

グループ名

Ａ－２

番号 付箋内容 グループ分け
1 三鷹シティバス　✿100円に　✿路線拡充
2 駅前広場の見直し（バス・タクシー中心）
3 見守りボランティアに参加をするため、札、ネームをつける

4
外出時意思表示マーク　【見守って　ヘルプ！】マーク　【サポーター・ボラン
ティア】マーク

5
きがるに声かけが出きる　サインをおけるサイン、ワッペンをつける、ワッペ
ンのついている人に協力してもらう

6 危急日常対応　報連相
7 災害時に対して三鷹市の指針を決めておく
8 災害時対応弱者保護
9 制電のみなおししてもらいたい、暗い所がありすぎる
10 災害非常時に対し各家庭に同報無線の配布

投票欄

11
投票欄

4
投票欄

8

無題

無題

三鷹シティーバスの料金を100円にする！

残
し
た
い
意
見

親が仕事で、子供の教育あそび、を、できない場合において、そのサ
ポートを、する経けんのある、人員の、ベースを、つくる。

子供のためのアドベンチャーと「あそび心」から親子で学ぶ、スペー
ス、と、イベント（現在、子のあそび場がない

ま
と
め

３
つ
以
内

サポーターの意思表示マーク

災害時の市の指針を周知する

第５回：基本計画に盛り込んだ方が良いと思うアイデアを
まとめてください。

作業スペース

無題

グループ名

Ａ－１

番号 付箋内容 グループ分け
1 安全な道路計画
2 原発・東電にたよらない三鷹市独自の電気供給方法

3
空き家が増えているので防犯上危険。安全に住めるまちづくりを
（空き屋対策）

4 三鷹産の農作物、水の自給率の向上
5 防災に女性の視点を（（男女別のトイレの設置等マニュアルの整備してほしい）
6 公害のない、子供に良き故郷を残すまちづくり
7 緑と水の公園都市と道路建設の公害問題の矛盾をなくす
8 自己矛盾をおこさない計画書をつくる
9 市内の道路整備、せめて歩道は乳母車が通れるように
10 ボール遊びができる公園
11 サービス拠点の分散（子育てや介護など）
12 親の就労の有無に関わらず保育サービスの提供を
13 地域の中での小学校のバランスの適性化
14 町づくりが中心を重んじ周辺がおろそか。もう少し均等に。
15 コミュニティーバスにもう少しきめ細かく末端まで走ってほしい

投票欄

6
投票欄

9
投票欄

10

第５回：基本計画に盛り込んだ方が良いと思うアイデアを
まとめてください。

作業スペース

緑を増やすのは賛成ですが、交通量が増えることに対す
る配慮（公害）が必要　外環道路について

子供達が自由に遊べる公園（ボール遊びなど）

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

国に頼らない三鷹市独自の防災対策及び女性視点からの
防災（空き屋が増えている）

市内でも、不便な場所が多いので、バランスのとれた町
づくり、コミュニティーバス、保育サービス、小学校の
場所
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グループ名

Ａ－５

番号 付箋内容 グループ分け

1 老保一体の施設づくり

2 住環境がいい町に特化（公園　バーベＱ場作る）
3 市民の意見交換の場づくり、交流促進
4 デイサービスと保育園との連携など、世代間の交流を市がコーディネート
5 空き家を使って、ステーションを作る
6 成人式以外の世代間交流
7 地元の商店街の活性化（ステーションでの販売）
8 地域に近い場所に情報・交流施設を設ける
9 買物し易い近くの店舗をつくる（どんどんなくなってる）
10 成人式だけでなく、30、40、50、60の式を開催する。
11 情報の確立等
12 車いすでも乗れるマイクロバスで自宅近くに細かくバス停を作る。
13 マイクロバス、ワンボックス程度の車の手段の充実
14 バス停や商店街にベンチを設置してほしい
15 コミュニティバスを細かい路地にも通してほしい
16 子供を預けることのできる場所の充実
17 コミュニテーバス等の路線の充実
18 道端ベンチをたくさん置く
19 市から個人宅への出張サービス
20 バス停などベンチの設置等
21 子育て支援の充実
22 なかなか家から出られない人のニーズを把握するため家庭への御用聞き
23 元気高齢者の働く場
24 シルバー人材センター的な働く場所の促進（ボランティア拠点）
25 行政（三鷹職員）が外に出る活動を増やす
26 長期的な高齢化対策
27 働く世代の活用（仕事後や、休日にできること）

投票欄

19
投票欄

8
投票欄

9

生きがい

第５回：基本計画に盛り込んだ方が良いと思うアイデアを
まとめてください。

作業スペース

同世代・世代間の交
流促進

利便性

高令者の生きがいの場。
（仕事場など、活躍できる機会の提供）

残
し
た
い
意
見

小さな商店を大切に。（チケット制、バス停、スタンプ、等による支
援）

幼稚園とデイサービス等のタイアップによる交流

働く世代の地域貢献の機会を作る（仕事後や休日にできる範囲で）

ま
と
め

３
つ
以
内

同世代、世代間の交流促進（第一歩としてディスカッ
ションの機会を多く作る）

高令者や子育て世代にとっての利便性の向上（マイク
ロバスできめ細かなルート作り。ベンチの設置。子育
て支援の充実。個人宅への出張サービス）
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グループ名

Ｂ－４

番号 付箋内容 グループ分け
1 帰宅困難　息子（新宿→三鷹）歩４Ｈ
2 返って家の中にいなくて恐い思いは、しないで済んだ。（比較的）
3 最終的に集まる場所の確認

4
同じマンション内の人との付き合いがなかったのでお声がけが
できなかった。

5 家族安否確認！（通信不通）
6 家族との連絡　所在の場所
7 連絡が不通（公衆不通）（けい帯も）
8 仕事上、高速バス（社教）と連絡が入らなかった。
9 震れに対しての正しい知識を身につけたい
10 備ちく
11 まとめ買いのデマ
12 ＜水＞家族人数×3日分
13 家族で待ち合せ場所を決めた。
14 家内の置物を（鏡等）少なくす。（建て掛けない）
15 スーパーで品物がいっぱい落ちてきて管理上危ないと感じた（パニック）
16 倒れ防止の必要！！
17 日ごろからの防災グッズを用意（水・電池・ラジオ等）していた。

投票欄

12
投票欄

12
投票欄

25

第１回：３月11日の地震の時、あなたの身の回りでは、どの
ようなことが起こり、どんなことが困りましたか？

作業スペース

家族の安否確認！

正しい防災知識の習得！

残
し
た
い
意
見

近隣の人とのコミュニケーション不足と必要

　　　　　　　　　　　　　　　３日分
日ごろからの防災グッズの準備【水（家族人数）×１人２L）・電池・
ラジオ等】していたので助かった

ま
と
め

３
つ
以
内

帰宅困難！

グループ名

Ｂ－３

番号 付箋内容 グループ分け
1 トイレットペーパーがしばらくの間、購入できずストレスで病気になってしまった
2 電池がなかなか手に入らなくてケイタイラジオや懐中電灯が使えなかった
3 子供の食料品、水などがなくなった。

4
震災後、食糧の買い占めで食べものがなくなり、実家から米やラーメンな
どを送ってもらった

5
実際はお米などが店には納入されていたが、みんなが買い占めたりマス
コミ報道にあおられ、更なる買い占めにつながった（人間の心理）

6 車の運転中で地震がおきた事がわからなかった　伊藤
7 交通手段がなくなり帰宅できなかった

8
計画停電の時の移動に時間がかかった。（三鷹駅は入場規制で混雑、武
蔵境駅はがら開き）

9 家族に連絡がとれない
10 家族と連絡が取りにくかった。（固定電話、ネットのみ可）
11 福島の主人の実家となかなか連絡がとれなかった　伊藤
12 外出先だったので家族と連絡が取れなかった事

13
震災当日、学校に残っている子どもを迎えに行きたかったが、学校にも学
童にも家族にも連絡が取れず、不安だった。

投票欄

7
投票欄

9
投票欄

4

残
し
た
い
意
見

車の運転中は、地震が起きたことに気がつかなかった。

交通マヒのため移動が困難だった。

第１回：３月11日の地震の時、あなたの身の回りでは、どの
ようなことが起こり、どんなことが困りましたか？

作業スペース

ま
と
め

３
つ
以
内

家族との連絡が取れなかった。

不安による買占めのため物が買えなかった。

グループ名

Ｂ－２

番号 付箋内容 グループ分け
1 旅行に行っていて子供との連絡がつかなかった。
2 ライフラインがストップしたら対応をどうするか分からない不安
3 今回は大丈夫だったが停電時、断水時、エレベーター停止時の対応に困る
4 計画停電
5 計画停電による心の不安、電池が購入出来なかった
6 ガソリン不足
7 棚の物が壊れた
8 水が購入できなくなっていた。
9 地震から数日、電車が完全に止まった

10
自宅に帰る交通機関が全て止まり、タクシーもつかまらなく、ほとんど歩いて
帰った

11 電車が止まって帰宅困難
12 都心からの帰り（二次災害）
13 放射能で外出しないように会社からの通達

14
情報格差（個々の立場　状況　年令等により得られる情報が違う　職場のち
がい　広報が聞こえにくいなど）

投票欄

9
投票欄

10
投票欄

12

ま
と
め

３
つ
以
内

交通機関がストップし帰宅困難となった

家族との連絡がつかずに困った

第１回：３月11日の地震の時、あなたの身の回りでは、どの
ようなことが起こり、どんなことが困りましたか？

作業スペース

情報格差（個々の立場、状況、年令等により得られる
情報が違う）

残
し
た
い
意
見

ライフラインがストップした時の対応に対する不安

物資の買占めによる不安

グループ名

Ｂ－１

番号 付箋内容 グループ分け

1
食器棚は、倒れなかったのですが開き戸を止めてなかったので食器が落ちて
割れ、下のじゅうたんに破片が飛び散り後片付けが大変でした。出来ることを
してなかったと反省。

2
家の中の置き物が倒れた。計画停電の予告に不安があった。スーパーの品
切れには困った。

3
ワンセグの携帯をもっていること、電池や懐中電灯の用意、水の用意、食料
品の用意が大切だと思った。会社に行っている人は無理に帰宅するのはか
えって危険である。すごい人や車で街があふれていた。

4 携帯電話が充電できず、情報が入らなかった。
5 ☆家族と連絡とれない
6 一人暮らしの方の安否がすぐにはわかりづらいのではないか。

7

当日、地震がおこっても外出先だったりすると何が今おきて　どうなっていて
どうしたらいいかがわからなかった。ディズニーランドや高島屋や帝国ホテル
の近くにいた方は適切な対処がなされた話をあとからきいたが、現実どうす
ればいいかビルからでてウロウロする人が多かった

8
家族の安否確認が携帯が通信不可となり、直後が通じなかった。計画停電と
云い出し（東京電力が）自分のグループ分けも二転三転し行われなくなったり
よけい不安をかきたてた

9 ☆電車停止（情報不足で不安）
10 ☆外出中で帰宅難民で大混雑（休む場所の確保に困った）
11 通信不可（電話＆パケットも）
12 トイレも混雑していた。（飲食店で開放してくれていた店もあった）
13 福島の友人への支援物資を送るのに物流が止まって送れず困った
14 被害の大きさによって変わるはずの避難場所がわからない。
15 違法駐車などで緊急車両の通行路がせばめられて不安
16 安否確認が取れない。

17
家族の安否がわからない時、どう行動したらいいのかわからない。（迎えにい
くべきか）

18 ☆計画停電情報が変化しすぎて、どれを信じていいのかわからない。
19 どの情報を信じていいか分からない（計画停電）
20 ＴＶの地震速報を見ても、何をどう行動したらいいのかわからない。
21 ☆防災アナウンスが家の中にいると聞こえなかった。（計画停電の告知など）
22 防災無線が聞きとれない。

投票欄

9
投票欄

9
投票欄

20

第１回：３月11日の地震の時、あなたの身の回りでは、どの
ようなことが起こり、どんなことが困りましたか？

作業スペース

【個人】　通信手段の混乱による安否確認と情報不足
　　　　　による不安

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

【起業】　インフラの混乱（通信、道路、施設）

【行政】　計画停電・防災情報が聞こえないことによる
混乱
*防災アナウンス
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グループ名

Ｂ－４

番号 付箋内容 グループ分け
1 備蓄用　電池不足を考えていなかったので、内容の再確認と補充
2 電池の不足
3 乾電池、ラジオ、乾パン等　備えておけばよかった。
4 ①防災グッズの中身は何が一番必要か　当座の現金
5 玄関にはきもの（クツ）をそろえておく。　ガラスの破片等でケガをする
6 ひなん場所をきめていない
7 連絡がつかない時の家族とのうち合わせ
8 家族間での避難場所の取り決め
9 連絡をつける対策をとっておく
10 市で設定した避難場所はほんとうに安全ですか。（人口密度が高い所有）

11
食器戸棚は倒れなかったのですが、とびらが開いて、中の食器が下におちて、
じゅうたんの掃除が大変でした、とびらを止めることをしておけばよかった

12 　転倒防止器具を購入設置しておけばよかった
13 すぐドアーは必ず開放する
14 タンス等の近くに寝ない（廃棄処分）
15 町内会入会していない家庭が多い
16 町内会の伝達方法

17
正しい防災知識の（避難場所、情報収集の方法）習得をしておけば
よかった

18 防災マップ（避難場所　防災施設　コンビニ　etc.)が欲しい

投票欄

18
投票欄

17
投票欄

14

ま
と
め

３
つ
以
内

第２回：３月11日を振り返って、個人や家庭で、どんな備え
をしておけばよかったと感じましたか？

作業スペース

防災グッズの中に必ず当座の現金を入れる

町内会のあり方と人数の把握

正しい防災知識（詳しい防災マップ等）

残
し
た
い
意
見

防災器具の市からの購入取り付（高令者住宅）

グループ名

Ｂ－３

番号 付箋内容 グループ分け
1 大きい長方形の鏡（家具）を立て換けてあったが、半分、到れていて危なかった。
2 電池、懐中電灯を何本か、使える物を確保する
3 最少限・・・だけど必要な防災グッズは何か。（消費期限が切れてしまう為）
4 α米（食料品、非常食）の確保。

5
米や水を２～３ケ月分は備蓄しておきたいと思った。（防災リュック、電池、
懐中電灯も含めて）

6 携帯電話の充電（ソーラー　or
7 数日分の食糧を備蓄すること
8 帰宅までのルートの確認（ハザードマップに加え、実際に見てみる）
9 災害時の車等を乗り合いするシステム（ナビで流すとか）
10 代替の交通手段の確保（職場に自転車など）
11 携帯トイレ
12 インターネット回線の予備回線
13 災害時の自家用車は控えるべき　公共車を優先すべき
14 防災のための事前の知識。

15
情報発信のあり方を改めて考え、自分にとってのよい情報のとり方を
考える

16 電車が止まったら帰宅しないで勤務先にいる勇気が欲しい
17 トイレの場所
18 帰宅時の交通混雑を避ける為の知識
19 職場の方針の確認（泊まって良いか、等）

20
どんな人ともうちとけられるコミュニケーション力！（人間性・・・？）　誰かと
一緒なら辛い状況も乗りこえやすい。

21
地域の人や保育園、幼稚園の親同志のコミュニケーションを深め、いざと
いうときに支えあうようにしておくとよい。（子どものお迎えの依頼など）

22 近所とのコミュニケーションを普段からとること
23 災害時に助け合える近所づきあい。（日ごろから）
24 保育園の迎えを頼める人（人間関係）

投票欄

19
投票欄

5
投票欄

12

【人】　困った時に助け合う　人的ネットワーク！！

【物】　食料品等の備蓄、防災グッズの備え。

【情報】　各家庭における帰宅ルートの確認、
　　　　　情報取得の為の備え（充電器、ラジオ
etc.）

第２回：３月11日を振り返って、個人や家庭で、どんな備え
をしておけばよかったと感じましたか？

作業スペース

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

・トイレの場所、情報を充実させておきたかった。

・災害時の自家用車の規制。（乗り合いをする仕組。）

災害時の心構え。（会社に止どまる勇気！！判断）

グループ名

Ｂ－２

番号 付箋内容 グループ分け
1 食品の備え（水も含む）
2 非常金を、各自持っている（ＡＴＭ停止）　100円玉×５千円分　1000円×３万

3
会社に行ってる人は２～３日の食料とカサと水とくつを用いしたらいい　帰宅
は大へん

4
３日分の食料・水（家族人数×２ℓ×３日分）ラジオ・電池等、防災グッズを用
意している

5 家の耐震をきちんとやりたい　水・食料をそなえを又確認したい
6 笛を携帯する
7 てんぷらはしない！いつ地震がおこるかわからないので・・・
8 ふろの水を捨てないで確保しておく
9 マンションで水道のポンプが停電で止まり、いつもフロ水は満水！（トイレ用に）
10 寝室には何も家具を置いていない。

11
防災キットの活用　独居の高齢者の方（住所・連絡先・病院・薬等の情報の
入ったものを冷蔵庫にはる）

12 家の構造に対する不安

13
神戸の地震を経験した方の話をきく機会をもうけて　きたるべき直下型にいか
にそなえたらいいか心づもりしたい

14
緊急避難、一次避難、二次避難と防災グッズの持ち出しを分けて備えようと
思った

15
三鷹に本物の森はあるのだろうか？（苗木を育ててもいつも、ムダになる。引
取手がない）防災に役立つ、明治神宮のような、照葉広葉樹の森が

16
シイ　タブ　カシの木が防災に役立つ話をきき、近年次々と老人が亡くなり、分
譲住宅に宅地化され植えるところのないことを残念におもった

17
ペットへの公的支援が遅れがちなので、他の地域のペットつながりのネット
ワークが大事

18
ペット（家族）にマイクロチップを入れておいてよかった。万一の離ればなれに
再会のチャンスが増す。

19 犬のフードを防災袋に入れた。

20
家族であるペットを含め安心して避難できるよう、非常時に備えてシェルター、
ペット可避難所の準備が必要

21 家族との集合場所の確認
22 待ち合せ場所（二中の体育館）に決めた！

23
家族が実際に災害伝言ダイヤル等を使いこなせるよう練習させておけば
よかった

24 ドコモのiモード災害用伝言板に登録している！
25 家族との連絡手段の確認
26 ○連絡先の明確化

27
９０をこえた老人をいかに直下がきたらにげる手だすけができるか
神戸のけいけんをされた方の話をきいて不安だ

投票欄

11
投票欄

17
投票欄

7

無題

無題

家族と確実に安否確認できるようにする。

残
し
た
い
意
見

火災等に強い種類の樹木による森の育成・維持（ex.シイ・タブ・カシ）

天ぷらは揚げない

家の構造のチェック（今ある家の構造）

ま
と
め

３
つ
以
内

ペットも家族なので、フード・水・迷子札（マイクロ
チップ）などの準備とペット同伴の避難に備えた環境・
ネットワークの整備

水・小銭・非常時に備えた必要最低限の物の確保
（地震・停電など）　（食料・薬・防災キットなど）

第２回：３月11日を振り返って、個人や家庭で、どんな備え
をしておけばよかったと感じましたか？

作業スペース

無題

グループ名

B－１

番号 付箋内容 グループ分け
1 待ち合せ場所を決めておく
2 避難経路の確認
3 家族との集合場所を話し合っておく
4 避難経路の確認（安全）と避難場所の備ちく状態の確認
5 神戸の従兄から聞いた話しで地震直後あわてずにいて助かったとの事でし

6
電話番号等の情報を携帯電話に入れておかず（停電の時を考え）手帳等に
保存しておく

7 保険・銀行　個人として必要な情報（番号）の備え
8 家具固定
9 情報入手方法（ワンセグ）
10 日ごろから車の燃料を満タンにしておく
11 ○下へおりる時の綱　○食料のつめかえ
12 携行食料
13 電池・ラジオの準備
14 ふだんから保存食を買う
15 トイレットペーパー等を多めに
16 山登りをしていた関係でテント、シュラフ、コンロを除分しないで置いてある

17 家族分のヘルメットの確保

投票欄

9
投票欄

2
投票欄

9
残
し
た
い
意
見

避難経路・集合場所の確認、*家族との会話

備蓄品の工夫→買い物上手になる！

登山用品・ヘルメットの確保

直後は、あわてない

第２回：３月11日を振り返って、個人や家庭で、どんな備え
をしておけばよかったと感じましたか？

作業スペース

個人として必要な情報（番号）の備え電話番号等の情報
を手帳等に保存、

ま
と
め

３
つ
以
内
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グループ名

Ｂ－４

番号 付箋内容 グループ分け
1 狭あい道路に消防車が入ってこられるのか（連雀通り、井の頭の住宅街等)
2 消防車が入れない道が数多く市内に存在
3 連雀通り、人見街道等歩道が非常に狭く、避難経路としてどうなのか
4 道が狭い場合　自転車がどこを通って良いのかわからず危ない。
5 駅前や商店街の中で災害が起きた時どうしたら良いのか。
6 交通の便が混雑しすぎるので帰れないから心配
7 新川の反乱　玉川上水等

8
商店が密集している駅南口が避難時に将棋倒しが起きたり火災時に燃え
広がりやすかったりしないか

9 飲料水、電気が止まった時の供給について心配（情報）
10 病院に人がつめかけた時に混雑した時が心配
11 （対策）回覧板を復活させてはどうか。
12 ペットをどこに連れていけばいいのか
13 一人暮らしのお年寄りをどう守ってゆくか。

14
近くの幼稚園などの小さなお子さんが心配（地域で助け合う人員を派遣で
きるシステムづくり。）

投票欄

8
投票欄

7
投票欄

14

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

回覧板を復活させてはどうか

無題

道路が狭い！！商店街、古くからの住宅地等連雀通り
（中町通り～狐久保交差点）緊急時に消防車・救急車
が通れない道が多い

子どもたちやお年寄りを近所で協力してサポートする
しくみができていない（含ペット）

災害時における総合病院への傷病者の集中パニック
大病院を目指してしまう心理（安心感を求めてしま
う）

無題

第３回：今後大きな災害が起こった時、あなたや三鷹のまち
のことで心配なことは何ですか？

作業スペース

無題

グループ名

Ｂ－３

番号 付箋内容 グループ分け
1 防災対応のまちづくりができているのか
2 道路がせまく交通まひの時、救急車が通れない
3 道路がせまいので
4 三鷹の水は安全と思ってたのに、3月には赤ちゃんに危険な状態になった
5 生命財産につき助けを求めた場合、助けてくれるだろうか

6
三鷹市は自衛隊との連携が出来ているか？合同防災訓練を実施して
いるか？

7 固定電話を持っていないので携帯電話の不通が心配
8 独り暮らしなので、自分の生存確認を誰も出来ない
9 火災旋風
10 避難場所確認　野川公園ですか？　広域避難場所どこ
11 １の災害のかげに　・29の軽い事故　・300のヒヤリハット
12 水害（以前より環境は悪化しているのでは？）
13 三鷹市民憲章に大自然を敬う文言がない。
14 民生委員さんも知らない
15 ひとくらしの地域のひととの連絡の確認ができない
16 昼間独居世帯、乳幼児のいる世帯のはあく
17 町内会にも入れない賃貸マンション
18 まず自分自身が無事であること

投票欄

14
投票欄

22
投票欄

8

残
し
た
い
意
見

大自然（土地に当った）防災まちづくりができてな？！のでは、

独居世帯、乳幼児のいる世帯の確認をどうするのか！！誰がするの
か、

安否確認の方法

地域のネットワークができてない！！

第３回：今後大きな災害が起こった時、あなたや三鷹のまち
のことで心配なことは何ですか？

作業スペース

ま
と
め

３
つ
以
内

道路がせまく、救急車等が通れな！！
（特に人見街道・山中通り）

三鷹市と自衛隊の連携できてるのか？！

グループ名

Ｂ－２

番号 付箋内容 グループ分け
1 危ないと感じた時、ちゅうちょしないで、声を上げる、行動する
2 地域の声、市民の声を寄せる
3 災害が起きた時に１歩がふみだせない
4 近所のトラブル　誰に言ったらよいか分からない。
5 一人暮らしで倒れたら（連絡できなくなったら）どうしようかと心配になる。
6 店（商店）の大事さを痛感した。
7 飛び込みやすい商店などが欲しい
8 有事と判断して行動できる人がいるか？否か？
9 情報を受け入れてくれる方がいるか？（不信者？）
10 非難訓練をもっと具体的に、もっと充実させる
11 火事・災難時の非難経路の認識
12 防災訓練の魅力不足
13 行政側からの災害教育の徹底
14 避難場所への道順（現地へ行けるか？道がせまい）
15 子供の時から、防災の教育が必要と感じる
16 災害直後の危険物の認知

17
天丼とりつけの電燈　その下に寝ないというが現在の天丼はりつけ電燈は大
丈夫なのか

18 狭い道が多く消防車が来てくれるか不安

投票欄

4
投票欄

17
投票欄

8

ま
と
め

３
つ
以
内

教育、情報
わかりやすい防災教育
（子供の時から、魅力のある、具体的）

相談相手（人）
危険箇所の相談先（近所、行政、民生委員）

第３回：今後大きな災害が起こった時、あなたや三鷹のまちの
ことで心配なことは何ですか？

作業スペース

インフラ
狭い道、危険な場所の存在
（消防車の通れない？崩れる、etc）

残
し
た
い
意
見

細かいことを真剣に受け入れてくれる（行政）窓口がほしい。

防災訓練の魅力不足（9/1は暑すぎる　3/11はどうか？）

店（商店）、学校、会社の防災上の役割を痛感した。

グループ名

Ｂ－１

番号 付箋内容 グループ分け
1 情報の不足　どう確認をするか
2 避難所、備蓄量等の事前情報
3 公共施設等の耐震化の情報
4 避難所の収容人数　備蓄状況に不安

5
ケアな必要な人を全体に把握する方法はないか？（民生委員さんやケアマネ
さんはしっているだろうが）

6
家が袋小路になっていて、大雨のとき下水があふれてしまうのではないかと
いう心配

7
30年程前は老人会の方々らしき方が公道をはき、下水溝の掃除をして下さっ
ていたが、それをみなくなった。大雨の為の定期的な行政による下水溝の清
掃をしてほしい

8 自治会がないので近所とどう連携をとってよいかわからない
9 人的ネットワーク助け合い不足
10 高齢の姑をどうやって避難させようか？（歩けない、昼間はひとりきり）
11 近所とのネットワークか濃い地域と希薄な地域と格差がある
12 マンション内の交流がない　避難経路　消化器の所在　表示
13 火災の延焼の不安
14 道幅がせまい　避難する時に不安
15 緊急車両や歩行困難者のために道幅の確保

16
各所で火災がおきた時に消防の方で数的に対応できるのか。広葉常緑樹に
よる防火防災の街づくりをしてほしい

17 自主の耐震化をすすめていく　携帯をワンセグにする

18 医療や防疫が心配

投票欄

6
投票欄

12
投票欄

8

第３回：今後大きな災害が起こった時、あなたや三鷹のまちの
ことで心配なことは何ですか？

作業スペース

情報の不足（避難所状況　耐震化　要支援者状況　等）

大雨で下水があふれる－予想される事前情報

医療や防疫

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

人的ネットワーク（自治会がない　高令者の避難　格
差）

火災発生（道幅せまい　延焼　消防車入らない、非難、
防災対策）

ー 91 ー



グループ名

Ｂ－４

番号 付箋内容 グループ分け
1 事前に避難場所、経路を確認しておく。
2 ☆[171]を家族皆で使って確認しておく。
3 帰宅経路を調べておく
4 防災施設・無料Ｔｅｌ・コンビニ　場所の確認
5 子供に≪楽しみながら≫防災について学ばせる教育づくり。大人と
6 震災対策（自分でできることはしたいが、判断基準がない）
7 家具の転倒防止の件につきけんとうしてして下さい。
8 普段から防災グッズを備えておく　期限の確認
9 最悪を想定した教育！も必要

10
災害時に工夫できる情報を共有する。（ツナの缶づめはろうそくにも、食料
にもなる！！）

11 普段使用している病院や連絡先の控えをコピーして携帯しておく
12 ・掲示板を復活させてはどうか。
13 インターネットで“地域の掲示版”的なものをつくってはどうか。
14 町内掲示版を利用し防災の準備や訓練を周知する

15
・少さいグループでもいいので近所での防災訓練に参加する。（初心に
戻って。ネットワークづくりも含め）

16 ・回覧板を復活させてはどうか。
17 ・災害弱者対象の連絡方法を確認　設置
18 ・普段から小さな事から気をくばり合える関係づくりを意識してやる。
19 ・ネットワークについて人材　確認しておく

20
・１家に１台（もしくは災害弱者に） ｉパッドを配布し情報を共有する。（お年
寄もつかいやすい）

投票欄

14
投票欄

8
投票欄

5

町内（アナログ方式―
昔ながらのやり方を
取り戻そう！）

町内（デジタル方式―
最先端技術でリアル
タイムな情報を取得す
る）

第４回：私たちが「災害に強いまち・三鷹」をつくっていく
ために日常生活の中で取り組めることはなんでしょう？

作業スペース

個人・家族

【町内で行う（行いたい）こと】
・デジタル方式も将来を考え試行する。←インター
ネット活用

残
し
た
い
意
見

ｉパッドは災害弱者に有効！

ま
と
め

３
つ
以
内

【個人・家族でできること】・教育←子供にはたのし
みながら！（避難場所・経路・171・最悪の事態）・
備え（できることは自分で行いたい→判断基準要！）

【町内で行う（行いたい）こと】
・アナログ方式の復活！→掲示板・回覧板

グループ名

Ｂ－３

番号 付箋内容 グループ分け
1 防災器具を必ずつけておく
2 防災は日頃の準備

3
家の1部分でも命を確保できる場所（耐震工事）　市の補助がつかいやす
いように

4 命を確保する場所を個人及び市で確認して安全なところをつくる

5

おやじの会のお話はとてもためになったたが　実生活に於いて三鷹市の
小・中学校に現在通っている家族がいない者（例えば私立に通っている子
の世帯、子供が昔は通っていたが成人したので　現在　学校と無縁の者、
子供のいない者等）には対象としていない様に思う、いろいろな立場の人
が参加ができるものがあったらいい

6 地域や身近にいる人人々どうしが助け合う、声かけ、
7 市民レベルでの話し合いを常に持つ（防災に限らず）

8
避難場所や防災倉庫や給水所などをチエックポイントにしたウォーキング
ラリーなどのイベントを地域（学区？）ごとでやってみる

9
防災庫のカギの保管など個人の責任が重くなるものをコンビニなどに協力
お願いしてみる

10
市民への啓もうとして年に数回　市の防災課の方が歩いていける範囲の
施設を利用して（教育）お話や情報を流してほしい

11 防災講習会、訓練への進んで参加して、仲間意識をつくる

12
駐車違反をしない等々常日ごろから緊急自動車が通れるように
各々注意する

13
30年前には公道の清掃にきてくれていたが下水溝にたまった落ち葉、泥を
月に1回以上とはいわないが　とりにきてほしい

14 住民カード（ＩＤカード）を各自持っている

15
常緑の広葉樹が火災の防火に良いと昨日きいた。市がとりくんで街路樹な
どに防災を考えて植樹をしていってほしい

16
美しい街並づくり（下水道のそうじ、不法占用物の取締、ゴミそうじetc.）避
難路の確保

投票欄

10
投票欄

15
投票欄

6

第４回：私たちが「災害に強いまち・三鷹」をつくっていく
ために日常生活の中で取り組めることはなんでしょう？

作業スペース

ま
と
め

３
つ
以
内

共助のための地域の連携と啓蒙、例、防災庫のカギの
所在　避難場所　備蓄品の場所

家の１部分でも命を確保できる場所
*耐震工事などの市の補助を使いやすくして欲しい
（分かりやすくして欲しい）

緊急車両が通れるよう各自注意する。

残
し
た
い
意
見

各自ＩＤカードを持つ

常緑の広葉樹の植樹を防災に有効として取り組む

公道・側溝の清掃

グループ名

Ｂ－２

番号 付箋内容 グループ分け
1 散歩、通勤等を利用して危険な場所を探す
2 普段（日常）、気が付いた時は、声を出す。
3 防災保全林（どんぐり）の苗木を育てる　常緑広葉樹（照葉樹）の苗木
4 おやじの会に参加する・・・　地域のコミュニティーに積極的に参加
5 普段から学校や地域の行事になるべく顔を出して人脈を広げる。
6 普段のコミュニティー造り（助け合い）の精神が大事。気持ちを進める。
7 地域・学行・等相互連携を強化
8 同じマンションの中での防災訓練に参加している。
9 声かけ運動
10 日ごろから友人作り　あいさつ運動
11 地域のみなさんとのネットワーク作り　日ごろのおつき合い
12 日頃からの家族との話し合い
13 地域の避難場所やいざというときにかけこめる場所を家族と確認しておく
14 避難場所を決める

15
保育園と高令者の施設を合わせたようなお年寄りの自尊心を傷つけないか
たちのネットワーク作り希望

16 きずなサロンのようなお茶のみ会があるとうれしい
17 各家庭で非常食を準備する

投票欄

17
投票欄

12
投票欄

5

防災保全林（どんぐり）の苗木を育てる
トトロの森復活!! 椎、樫、タブ

残
し
た
い
意
見

きずなサロンのようなお茶のみ会

保育園と高令者の施設を合わせたような施設

危険な場所を見つけたら声を出す

第４回：私たちが「災害に強いまち・三鷹」をつくっていく
ために日常生活の中で取り組めることはなんでしょう？

作業スペース

地域の防災訓練に参加する

無題

無題

無題

ま
と
め

３
つ
以
内

無題

日頃からのあいさつ運動

グループ名

Ｂ－１

番号 付箋内容 グループ分け
1 安全な部屋の確保
2 転倒防止器具の設置
3 安全な部屋づくり
4 自宅周りの整備
5 体を鍛える
6 個々の意識を高める
7 日頃の訓練が精神力を養う
8 災害にあっても思いやりの気持ちを常に持つ
9 防災訓練に参加する。
10 子供達への教育
11 子供たちへの正しい教育
12 被災時の情報の取得（防災訓練への参加）
13 備蓄の食料量
14 遠くの肉親との日頃の付き合い。

15 地方との付き合い

16 他県との継がり

17 近所の道路　避難経路の把握
18 近所との信頼関係の構築

投票欄

17
投票欄

5
投票欄

8

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

自分の事では日頃より防災訓練に参加し、体を鍛え精神
力を養う

自宅廻り及び屋内の安全確保、大人を含め子供達への
防災教育をてっていする

ご近所との継がりや他県との継がりを密にする

個人ではできない事を市へ働きかける

第４回：私たちが「災害に強いまち・三鷹」をつくっていく
ために日常生活の中で取り組めることはなんでしょう？

作業スペース

市への働きかけ（都
市計画等、個人では
できないこと）
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第５章　資料編



グループ名

Ｂ－４

番号 付箋内容 グループ分け
1 防災無線の整備

2
町の防災推進者を育成する制度を他の自治体に先がけて行う！（防災士
資格費支援）

3
人生経験豊かな人々を町の防災推進者として、生かしていただく（独身者・
１人暮らしへの説得）

4
市役所から市民への防災提言（指針）　○備え（具体的に）あっても目に触
れ難い

5 自衛隊との連携
6 避難所＝選挙での投票所として身近な存在としてほしい
7 防災シンボルの設置（避難所の活用）

8
地域のネットワークづくり（大人も子どもも参加できるもの）自治会の復活
祭り　お話しサロン

9 地域と連携・身近な人の情報
10 地域の防災訓練・防災知識の向上
11 道路の確保・緊急車輛が通れない

投票欄

18
投票欄

9
投票欄

10

市役所から災害情報伝達方法拡充

防災シンボルの設置（避難所の活用）

残
し
た
い
意
見

避難所選挙での投票所として身近な存在としてほしい

ま
と
め

３
つ
以
内

第５回：基本計画に盛り込んだ方が良いと思うアイデアを
まとめてください。

作業スペース

町の防災推進者を育成する制度を

グループ名

Ｂ－３

番号 付箋内容 グループ分け

1
啓蒙のため防災情報をまとめた新聞を市で作成して各家庭に定期的に配
布すべきではないか

2 ケーブルＴＶ三鷹利用
3 市の情報を（防災教育）　・ケーブル・広報・新聞を使って定期的に広める
4 日頃の学校教育
5 防災教育（おやじの会的活動を広める）子どもへ基本的内容
6 防災ポスター（pｏｋｉ）を駅や人通りの多いところに貼る
7 防災に関するキャラクターを作る（ご当地レンジャー？）

8
ケーブルＴＶ三鷹をつかう。pokiをキャラクター化して防災に興味をもっても
らう！！

9
[防災訓練を楽しくするために]　会場で炊き出しを行い、食事を提供する
超巨大な鍋でギネス記録を狙う

10 防災訓練参加者に現金あるいは商品券（地域振興券）を配布する
11 月に１度防災の為の公報車を走らせる。意識を高めるため

12
三鷹市民が興味を持つ『今日のとなりの防災対策』的なおもしろいTV番組
（※お宅の壁は大丈夫？）づくり

13 誕生日などに市から防災グッズをプレゼント（ヘルメット etc )
14 公約を守らない、守れない議員に対する　罰則を設ける
15 各家庭を訪問して防災教育

16
防災訓練の会場で消防車の中に乗れるようにして子供や家族連れに
アピール

17 啓蒙用のマンガを作って子供のいる世帯に配布
18 ☆防災訓練・防災教育と縁日を融合させた防災祭りを行う☆

19
３月１１日には皆防災ズキンをかぶって踊る楽しいイベントを開催
（ヘルメット可）

20 ジブリと協力CM（ACの様な）を作成

21
「皆様の税金で活動しています」とアピールして利用しないと損だと
思わせる

22 セットバックについての法律を変更する。→セットバックしやすくする

23
水はけの悪いアスファルトは水害の原因となりかねないため、自動車の通
る箇所以外は透水性のよいパネルを用いた舗装に更新するべき
ではないか

24
自転の交通状態を良くする為の対策づくり
（自転車通行帯をつくってほしい。）

25
介護ヘルパー利用の（各ケアマネ）介護度　地区毎の　色別一覧を利用で
きるネットワークを作る

26
災害時医療コーディネーター避難所での医療体制（各分野の専門、横の
つながり、ネットワークの活用）

27 ◎防災の意識を高める工夫を取り入れて欲しい！！

投票欄

16
投票欄

9
【防災啓蒙活動】・ケーブルTVを利用して（キャラ
クターはpokiを起用!!　かわいく楽しく!!）番組をつく
る。
☆新聞やポスターetc.をつくる。

第５回：基本計画に盛り込んだ方が良いと思うアイデアを
まとめてください。

作業スペース

ま
と
め

３
つ
以

【防災訓練】積極的参加への工夫。楽しくやろう!!
・縁日と融合させた防災祭り（税金使用をアピール）
（会場で炊き出しを行う）（3月11日防災ズキンを
かぶってイベントするetc.）

投票欄

4

残
し
た
い
意
見

避難所での医療ネットワークを早くつくってほしい。

【行政にやってほしい事】・道路整備において自転車
などの通行帯をつくってほしい。　・アスファルトを
透水性のあるものに変えてほしい。

内

グループ名

Ｂ－２

番号 付箋内容 グループ分け
1 的目るめ高識意災防
2 自分の街の意識
3 自然（安全さ）と利便性のバランス
4 子供が長く住める町にする
5 防災教育の充実
6 学校以外のコミュニティ加入のきっかけ作り
7 多様な世帯の配慮

8
人間だけでは健康に生きられない。自然を敬い、自然に学ぶ教育を小学生
から

9
町内会のあり方もアナログとデジタル両方でやれないか？町内会のホーム
ページ開設

10 ずっと住むために交通が問題
11 公共・民間の交通網の強化
12 子供（小学生）ぐらいから防災教育
13 道路拡張
14 道路をひろくする。（れん雀通り）
15 インフラ　・道路拡張　・建て替え支援
16 自然（との共生・の尊重・の教育）
17 大気汚染の解消
18 防災林を植える
19 植林→大気汚染の対策（明治神宮の森）
20 実際に人命を救った清澄庭園や明治神宮の森のような環境づくりを

21
中国（万里の長城周辺）やアマゾンの熱帯雨林も復活させた“宮脇方式”の
森づくりを（５年）

22 避難所の耐震工事が先では？
23 新川公園予算の再考（250億）
24 井口グラウンド売却の再考

25
新川防災公園に関連して
・井口グランド売却は止めて
・体育館は地下でなく地上方式で

26 公共建築物　平成28年耐震化100％　できるだけ早く
27 予算の適正化
28 放射能　　災害になったときのことを前もって考え、防災にそなえる計画
29 放射能に対する対策の追加

投票欄

10
投票欄

9
投票欄

8

ソフト

ハード

第５回：基本計画に盛り込んだ方が良いと思うアイデアを
まとめてください。

作業スペース

目指すもの

【ハード】交通網・道路・森（大気）
公共建築物（公園・避難所）の充実

残
し
た
い
意
見

ペットの避難についての啓蒙、連携づくり→家族であるペットとの避難
について、啓蒙と隣接市・獣医師会との連携づくり

放射能対策への予算配分

清澄庭園、明治神宮の森のような、長期の環境作り計画

ま
と
め

３
つ
以
内

【ソフト】多様な世帯に配慮したコミュニティ、
ネットワーク作りの支援

【理念】自然と利便性のバランスが取れ、長く住める
街
「私の町」の意識（子供から老人まで）

グループ名

Ｂ－１

番号 付箋内容 グループ分け
1 地域のネットワーク造りを具体的に進める
2 地域のネットワークの構築
3 コミュニティセンター（コミセン）の活用と住民の参加
4 学校・児童館・地域の連携を深める
5 三鷹ケーブルテレビの活用

6
三鷹ケーブルテレビの活用（防災・天気・地域のお知せ・ニュース）を全家庭、
見れるようにする

7 子供達　教育に防災をとり入れる
8 学校教育（防災教育）の充実。小さい時から身に付ける事の大事さ。
9 防災セミナー等　小さな単位で開催して、参加しやすくしてほしい
10 防災林を増やす！！緑をふやす
11 防災林（緑）を増やす。（無くさない）。
12 公共のミニバスを走らせて欲しい
13 公共ミニバスを増やしてほしい
14 人見街道・山中通り　自転車専用レーンのある通りなどを広く計画してほしい

15 道路を広くする

16 道路幅の整備（自転車と歩行者）

17 市議会の議員さんの働きを、地域秘着型にしてほしい
18 乳幼児のいる世帯　独居（昼間のみも含む）の高齢者の世帯の確認
19 行政に依頼することと自己責任を分けて考える（個人の意識の変革を促す）
20 各個人でＩＤカードを持つ

投票欄

19
投票欄

7
投票欄

12

<欄外>全世帯に三鷹ケーブルＴＶがみれたら！！

第５回：基本計画に盛り込んだ方が良いと思うアイデアを
まとめてください。

作業スペース

公共のミニバスを増やす。（100円）（EVの活用）

防災林を増やす！！

市議会議員の活用。

ま
と
め

３
つ
以
内

残
し
た
い
意
見

道路の整備・拡張。

地域ネットワークの構築（コミュニティーセンターの活
用）

小さい時からの防災教育
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